
川口市の商店を訪問し、店主と懇談する埼玉の
会の常任世話人のみなさん＝７月16日

　

第
５
波
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る

も
と
で
強
行
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
り
ま
し
た
。
東
京
を
中
心
に
新
た
な
デ

ル
タ
株
感
染
が
広
が
る
中
、
病
床
は
逼
迫

し
医
療
体
制
は
危
機
的
な
状
況
、
不
安
は

広
が
る
ば
か
り
で
す
。

　
８
月
６
日
広
島
、
９
日
長
崎
で
、
１
月

に
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ
て
初
め

て
の
平
和
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菅
首
相
は
、
式
典
で
被
爆
者
の
「
唯
一

の
被
爆
国
日
本
が
一
日
も
早
く
核
兵
器
禁

止
条
約
を
締
結
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
願

い
を
無
視
し
、
日
本
の
役
割
は
橋
渡
し
と

い
う
だ
け
で
、
76
％
の
国
民
の
「
核
兵
器

廃
絶
」
へ
の
願
い
に
は
全
く
応
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

世
論
調
査
で
は
軒
並
み
支
持
率
は
低
下
、

過
去
最
低
を
記
録
。
も
う
こ
の
内
閣
に
私

た
ち
の
未
来
を
託
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
・
猛
暑
の
中
で
の
宣
伝
、
署

名
で
は
、
ど
こ
で
も
暮
ら
し
の
苦
し
い
実

態
が
訴
え
ら
れ
、「
せ
め
て
消
費
税
５
％

へ
」
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
総
選
挙
、
政
治
を
変
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。「
消
費
税
５
％
」
を
政

　

草
の
根
運
動
の
「
会
」
に
と
っ
て
「
ノ
ー
消
費
税
」
は
、
仲
間
を
結
ぶ
要
と
し
て
の
大
事
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
拡
大
は
、「
京
都
の
会
」
が
地
域
の
会
を
励
ま
し
共
に
行
う
宣
伝
行
動
で
の

成
果
で
す
。
７
月
は
宣
伝
行
動
の
参
加
者
、
６
月
は
役
員
の
活
動
仲
間
、
５
月
は
複
数
の
地
域

の
会
の
役
員
、
４
月
も
宣
伝
に
応
え
た
地
元
の
人
と
、
地
域
の
会
と
連
帯
し
て
増
や
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
活
性
化
に
も
、
少
し
は
刺
激
を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
会
報
と
共
に
読
者
に
届
け

て
い
る
「
京
都
の
会
・
通
信
」
に
は
、
チ
ラ
シ
解
説
と
京
都
の
会
の
活
動
写
真
、
宣
伝
企
画
を

知
ら
せ
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
比
較
す
る
と
、
会
報
は
59
名
の
純
増
で
す
。

事
務
局
長　

藤
田　

洋
さ
ん

権
の
公
約
に
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
政
府

を
！　

今
こ
そ
、「
消
費
税
５
％
へ
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
」
の
声
を
日
本
列

島
の
隅
々
ま
で
広
げ
ま
し
ょ
う
。

「
ノ
ー
消
費
税
」
を
拡
大
し
２
年
で
59
人
の
純
増

消
費
税
５
％
を
連
合
政
権
の
公
約
に
、

　
　
　
草
の
根
か
ら
の
声
を
広
げ
よ
う
！

消費税をなくす
全国の会第32回総会
○日時　11月6日（土）
　　　　午後１時～４時
○会場　東京・平和と労働
　　　　センターホール
　　　　(全労連会館) 

※コロナ禍中のためオン
　ライン併用で行います

京
都
の
会




